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《今月の特集②》 

ここでは支給要件について割愛いたします。
気になることがございましたら、お気軽に
当事務所の助成金担当者までお問い合わせください。

次の通りＡ、Ｂそれぞれが支給されます。

支給額

①不妊治療のための休暇制度
　（特定目的・多目的とも可）
②所定外労働制限制度
③時差出勤制度
④短時間勤務制度
⑤フレックスタイム制
⑥テレワーク

不妊治療のために利用可能な休暇制度・両立
支援制度について、次の①～⑥のいずれか
又は複数の制度について、利用しやすい環
境整備に取り組み、不妊治療を行う労働者
に休暇制度・両立支援制度を実際に利用させ
た中小企業事業主に対して支給されます。

支援対象となる事業主

中小企業版ジョブ型雇用のススメ
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“上岡ひとみ経営労務研究所の黒ヂョカ”

上岡ひとみ経営労務研究所
代表　上岡 ひとみ

と、なっちゃいます（笑）
昨年のコロナショックの反動で
しょうか、顧問先さまからも、出
産のご連絡が多数入ってきます。
少子化の中、新生児の保険証の手
続きをさせていただくことは、大
変にうれしいお仕事です。しかし
ながら、是非、読み方までのご連
絡お願い致します（笑）。

オリンピックで、新しいヒーローやヒロインたちが活躍しま
した。ニューヒーローの誕生に、日本の明るい未来を感じ、
大変に心強く思うことです。
しかし、若い選手の名前には「キラキラネーム」が、多い。
たとえば、サーフィン銅メダルの「都筑 有夢路」、スケート
ボード銀メダル「開　心那」。「おばさんには、読めないよ～」

（お申込み用連絡先：電話 0993-24-3128、メール info@e-sr.net、チャットワーク）
ご希望のリポートがございましたら、お気軽にご連絡ください。

＃80107（全 6ページ）
２０２１年度版「中小企業白書」から
デジタル化推進のヒントを学ぶ

＃10057（全 5ページ）
甘い組織ではない「心理的安全性」のつくり方

＃40056（全 7ページ）
アポイントメント・リマインド・お礼
すぐに使えるメールテンプレート例

＃60241（全 4ページ）
【会社法】株式会社の解散と清算

＃70093（全 9ページ）
海外評価が急上昇！
酒類から学ぶ「ジャパンブランド」作りの極意

▪マネジメント関連

毎月新作追加
【無料です】ビジネスリポート

《今月の特集②》 

残業時間が深夜に及ぶような実態の会社は、過労死リ
スクを軽減するため特に勤務インターバル制度の導入
を検討する必要性が高いでしょう。なお、新たに勤務
間インターバル制度を導入する企業に対して働き方改
革推進支援助成金（勤務間インターバル導入コース）
があり、専門家への相談費用や勤怠の管理システムの
導入費用が補助されます。

企業が検討すべき労務管理措置

厚生労働省が設置した有識者の検討会は、過労死の
認定基準について、残業時間の長さが「過労死ライン」
に達しない場合でも、それに近い残業があり、不規
則な勤務などが認められれば「仕事と病気の発症との
関連性が強いと評価できる」として、労災と認定す
べきだとしています。具体的には、
⑴仕事の終了から次の開始までの「勤務間インターバ
ル」が短い場合や⑵休日のない連続勤務などが挙げ
られます。

基準改定の検討

1.発症前６ヶ月の全期間において月間45時間を超え
る時間外労働がない場合、業務と発症の関連性が低
いと評価する。

2.おおむね45時間を超えて時間外労働が長くなるほ
ど業務と発症の関連性が高まると評価する。

3.発症前1ヶ月に100時間超、または発症前２ヶ月～
6ヶ月のいずれかの月において80時間超の時間外労
働がある場合、業務と発症の関連性が高いと評価す
る。

※長時間労働を評価する目安として以下のように定
められています。

①異常な出来事
②短期間の過重業務
③長期間の過重業務

現在、脳・心臓疾患と業務の因果関係を認定する要
件として、以下のものがあります。

現在の認定基準

脳や心臓の疾患は生活習慣や遺伝・体質などの要因
で発症するものですが、仕事上の過度なストレスや
長時間労働も原因の一つとなる場合があるとされて
います。脳・心臓疾患と仕事の因果関係 (労災扱いと
なるか否か )を判断するために定められている基準
と、今後の見直し予定について解説します。

はじめに

「過労死ライン」の認定基準と今後について
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